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20世紀初めの殿壇（河南省安陽市）の発掘によって、甲骨文字を刻んだ大量の亀甲・獣骨や、多数の人畜が殉葬1 2 3 中国の古典文明 67 本文
された王墓および大きな宮殿跡が発見され、殿王朝が前2千年紀に実在したことがはっきりと証明された。
亀の腹甲や牛の肩目甲骨などに小さな穴をあけて火で、あぶり、できたひび割れで神意を占った。文字はその結果を記1 2-3 中国の古典文明 67 写真 甲骨文字の刻まれた獣骨したものである。
現在の漢字のもとである甲骨文字はその占いの記録に使われたものであり、複雑な文様をもっ青銅器の多くは祭杷1 2-3 中国の古典文明 68 本文
用の酒器や食器であった。
この「中閏」意識は、中国を文明の中心とみなし、風俗や言語の異なる周辺地域の人々を「夷秋jとして文明的に劣
1 2-3 中国の古典文明 69 本文 ったものとみなす考え方と結びついていた。華実思想と呼ばれるこのような考え方は、その後 19世紀にいたるまで、
東アジアの人々の世界観に大きな影響をあたえることになる。
さらに貨幣・度量衡や文字の統ーをはかり、焚書・坑儒による思想、統制をおこなうなど、皇帝権力の絶対化と中央集1-2 3 中国の古典文明 71 本文
権化をおしすすめた。
-:i 





1-2-3 中国の古典文明 74 本文・注 表する語としてもちいられているのである。
①現在の中国の人口の大多数を占める「漢族Jは、もともと黄河流域に住み漢語をもちいていた人々が、南方・西方
に勢力を拡大し、その地の住民と融合して形成された民族で、ある。
1-2-3 中国の古典文明 74 写真 福岡県の志賀島で発見されたこの金印には、「漢委奴国王」の字が刻まれている。 金印
ユカタン半島には、前 1000年頃から 16世紀にかけてマヤ文明が展開して、4世紀から9世紀に繁栄期をむかえ、1-2-4 南北アメリカ文明 75 本文
ピラミッド状の建築物、二十進法による数の表記法、精密な暦法、マヤ文字なと。をもっ独自の文明を発達させた。
1 2-4 南北アメリカ文明 75 本文 アステカ文明もピラミッド、状の神殿や絵文字をもっていた。
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2-4 4 イスラーム文明の発展 119 本文 細な細密画（ミニアチュール）や象眼をほどこした金属器、また装飾文様として唐草文やアラビア文字を図案化した
アラベスクが発達した。
言語的にはインド＝ヨーロッパ語族の西方系言語を話す人々がこの歴史舞台のおもな登場人物であり、南欧のギリ
2-5-1 ヨーロッパ世界の成立 121～122 本文 シア人・イタリア（ローマ）人・スペイン人、西欧のケルト人・ゲルマン人、東欧のスラヴ人などがそれにあたる。しかし
また、マジャール人・フィン人・フン人など、ウラル語系・アルタイ語系の人々の活動も重要である。
ヨーロッパ世界の形成
2-5-2 134 本文 公用語は7世紀以降ギリシア語がもちいられ、ギリシアの古典がさかんに研究されて受け継がれた。
と発展
ヨーロッパ世界の形成
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2-8-3 イスラーム文明 126 コラム 成させ、イブン＝ルシュド（ラテン語名アグエロエス）はアリストテレスの高度な注釈を行った。この両者は、イスラーム ギリシア語からアラビア語へ
世界の偉大な学者で、その著作がラテン語に翻訳され、ヨーロッパの学問の切っそを提供することになる。
2-8-3 イスラーム文明 127 写真 アラベスクは、植物の茎や葉、アラビア文字を図案化した幾何学的な紋様で、モスクの壁面装飾などに用いられた。 アラベスク
ビザンツ帝国は、ギリシア正教の中心として、古代のヘレニズム・ローマ文明をひきつぎ、西アジアの要素も融合させ




2-9-1 ヨーロッパ世界の形成 133 コラム キリル文字
ど、のもとになった。
ラテン語を典礼用語とする西方のローマ＝カトリック教会に対して、ギリシア語を典礼用語とする東方正教会として組
2 9 1 ヨーロッパ世界の形成 133 コラム ギリシア正教会
織された。
西ヨーロッパ中世世界 彼らの言語や文化は、アイルランド、イギリスのウエールズ、スコットランド、フランスのブ、ルターニュなど、に伝わり、現
2-9-2 137 コラム ケルト人
の成立 在の地域主義的主張の一つの根拠になっている。
西ヨーロッパ中世世界 また、宮廷にイング‘ランド、からアルクインらの学者を招いて、ラテン語や神学、法律などの学芸を奨励したので、この
2 9 2 138 本文
の成立 時期をカロリング＝ルネサンスとし、う。
ヨーロッパでは、由来を同じくする名前が言語によって、よび方やつづりが微妙にかわり、それを日本語で表現する
西ヨーロッパ中世世界 と、違いがさらに大きくなる。カール大帝は、ドイツ語でKarlder Grosse（カー ル大帝）、フランス語でCharlemagne（シ
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4-17 3 330 写真 義和国の街頭宣伝
東アジア りして民衆に訴えた
大戦後の合衆国とヨー








4-18 4 352 写真 ケマルは 1934年にアタテュルク（トルコ人の父）の称号を贈られた。 ケマル＝パシャの文字改革
家形成の動き
アジア・アフリカでの国




4-18 4 357 本文
家形成の動き われ、日本語による授業が強制された。
アジア・アフリカでの国
4-18 4 357 本文 ソウル（日本統治下の呼称は京城）の民衆は「独立万歳Jをさけんで、立ちあがった。
家形成の動き
世界恐慌と国際対立 ④インドに起源をもっとし、われる流浪民の自称。ジプシーと呼ばれてきたが、それには差別的なニュアンスが含まれ
4-18-5 361 注 ロマ
の激化 ているので、現在ではこの自称が使われている
世界恐慌と国際対立 朝鮮や台湾では、日中戦争を契機として精神的な動員を強化する皇民化運動（皇民化政策）が展開され、とくに朝
4-18 5 365 本文
の激化 鮮では日本語の使用や創氏改名が強制された。
アメリカ合衆国の覇権 また、大戦前から、多くのすぐれた学者や知識人がヨーロツノ効も合衆国に移り住んで、いた。戦後もその傾向はつ
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言語は主としてアーリヤ系で、政治的にも文化的にも中央アジア・西アジアとの関係が深く、北西インド、を通って陸1-2 南アジア世界の形成 36 本文
路でつながっていた。
1-2 南アジア世界の形成 36 本文 言語は主としてドラヴィダ系である。
遺跡からはインダス文字①を刻んだ印章や銅器・青銅器・土器などが出土している。
1 2 南アジア世界の形成 37 本文・注 ①未解読であるが、近年のコンピュータ解析によれば、一部で、はドラヴィダ、語の特徴があると指摘されている。又文
字でなく紋章や呪術シンボルのようなサインにすぎなし、とする説もある。
メソポタミアの円筒印章とは異なり方形で、凍石製。封印や護符として使われたとされる。また、印章に刻まれている1-2 南アジア世界の形成 37 写真 印章
牛や神像を、聖牛・シグァ神と推測する見解も存在する。
前6世紀までにはガンジス川中流域を中心に巨大な都市がしくつも生まれ、遠隔地交易が発展するとともに金属貨1 2 南アジア世界の形成 38 本文・注
幣や文字の使用①も行われるようになった。
①インダス文明以来の文字の使用であり、インド系文字の素形であるブラーフミ一文字の原形がこのころ現れてい1-2 南アジア世界の形成 38 注
る。
H。
1-2 南アジア世界の形成 40 本文 また南インド、で、はドラヴィダ、語系のタミル語による古典文学が花開いた。
同王朝（グプタ朝）はサンスクリット語①を公用語とし、その保護のもとで、宮廷を中心にサンスクリット文学が花開い
て、私人カーリダーサなどを輩出した。




1 3 43 本文 アジアの国家の多くが、ヒンドゥー教や仏教（おもに大乗仏教）、サンスクリット語などのインド文明を積極的に取り入成
れるようになった。
東南アジア世界の形
1-3 44 本文 陳朝は元軍の侵攻を撃退し、漢字を改造した文字チユーノムを発明した。
成
東南アジア世界の形 インド系の文字や漢字を改造した各国の文字のほか、文学作品・歴史書・建築・彫刻・音楽・舞踊・影絵芝居などの1-3 44 注
東南アジアの古典文化成 芸術・芸能でも、外来の題材や形式を利用しながら独自の世界が表現されるようになった。
にもかかわらず東アジアとし、う地域世界が成り立ちえたのは、漢字とそれによって書き記された文字文化が、風土・1 4-1 中華文明の形成 45 本文
生業・言語・信仰の多様性をこえて、この地域にまとまりを与えたからであった。
段は、高度に発達した青銅器、占いを記録する甲骨文字、西アジア起源の戦車戦術など進んだ技術・文化をもって1 4-1 中華文明の形成 46～47 本文
おり、それらを用いてほかの邑を従えた。
1 4-1 中華文明の形成 46 写真 占いの内容を亀の甲羅や牛の骨に記した文字で、漢字の原型となった。 甲骨文字
漢字を用い、礼法や習慣を共有した古代の黄河中流域（中原）の人々の問では、自分たちを文化的に優越する存




1-4-1 中華文明の形成 48 本文・注 ①製紙法漢代までの記録は絹や木簡・竹筒（木や竹の札）に書かれていたが、後漢の宣官察倫が製紙法を改良
し、以後広く普及した。
古代遊牧帝国の興亡 突販は西方のアラム文字をもとにして史上初めて遊牧民独自の文字である突厭文字をつくった。突厭文字による記 オルホン碑文と突厭文字1-5 2 59 写真
とユーラシアの変動 録は、オルホン川流域に立てられたオルホン碑文と総称される石碑群に残されている。 （碑文の突廠文字の拡大あり）
古代遊牧帝国の興亡
1-5-2 59 コラム 仏教はインド、から直接伝わって独自に発展し、またチベット文字はインドの文字をもとにした表音文字である。 チベットの地理と文化とユーラシアの変動
古代遊牧帝国の興亡 9世紀以降、トノレコ系遊牧民はイスラームに改宗しながら次々と西方へ移動した。彼らが建国した王朝のもと、中央1 5-2 60 地図
トノレコ人の移動とユーラシアの変動 アジア・西アジアにトルコ語が広がる一方、その征服活動はイスラームの拡大にも貢献した。
中央ユーラシアでは、それまではおもに東にトルコ・モンゴ、ル系、西にイラン系の言語を話す人々が中心であった。





























1-6 1 65 本文
アジア世界 で天台宗・禅宗・浄土宗などの諸宗派が成立した。
ユーラシアの変動と東






































1 7-1 イスラーム文明の誕生 77 注 『クルアー ン』
れでもアラビア語の章句を多少なりとも暗記して、礼拝などで朗読する。
スワヒリ地域より南方の内陸部では、パントゥー系言語を話す人々がジンパブエの石造建設群を築き、農業生産や アフリカ南東部の非イスラーム




1-7 2 イスラーム世界の拡大 83 本文・注
③スワヒリとは、アラビ‘ア語で、海岸地帯を意味するサワーヒルに由来する。もともと他称であり、その初期の使用例は
14世紀のイブン＝パットウータの『大旅行記（三大陸周遊記）』などにみられる。
1-7 2 イスラーム世界の拡大 83 注 デリー＝スルタン朝ではペルシア語が公用語であり、イラン人官僚が登用された。 デ‘リー ＝スルタン朝
1 7-2 イスラーム世界の拡大 85 本文 イスラーム世界の学聞は、『クルアーン』に記されたアラビア語を共通言語として、ウラマーによって発展した。
また、8世紀以降アリストテレスやプトレマイオスなどのギリシア哲学や科学・医学・論理学などの著作、またペルシア
1-7 2 イスラーム世界の拡大 85 本文
語の政治学の著作などがさかんに翻訳されて、新たなイスラーム文化の形成に大きな役割を果たした。
イブン＝Jレシュドやイブン＝シーナーによる医学書など、は、トレドなどでラテン語に翻訳され、最先端科学としてヨーロ









1-7 ム＝ネットワークの形 87 本文 ムスリムの中には、宋・元時代の南シナ海域で活躍し、漢字など、の中国文化を身につける集団も出現した。
成と海の道
地中海北方へ広がる
1-8 1 91 本文 宣教師たちはスラヴ語を表記するためキリル文字を考案し布教に用いた。
キリスト教
地中海北方へ広がる
1-8 1 92 注 修道院は信仰生活の一環として写本の制作を行ったので、古典文化の保存・伝承にも大きな役割を果たした。 修道院の生活
キリスト教
1-8-3 封建社会の解体と王 106 本文 神学・哲学・法学・医学などの学聞は聖書や古典の注釈を中心とし、その担い手はラテン語のできる聖職者に限ら
権の伸張 れていた。
封建社会の解体と玉 また古代ギリシアの哲学はイスラーム世界やビザンツ帝国で研究・保存されていたが、十字軍やレコンキスタによっ1-8-3 106 本文
権の伸張 てイスラーム世界との交流が活発化するとアラビア語訳を通してラテン語への翻訳が進んだ。
封建社会の解体と王
1 8-3 106 本文 中世を通じて文学作品の多くはラテン語であったが、 11世紀ごろから俗語による文学も現れた。権の伸張
ユーラシア大帝国の モンゴ、ル帝国においては、チンキ、ス家主族を共通の支配層としながらも、出自・宗教・言語にかかわらずさまざまな1-9 112 本文
出現 集団・個人が実力主義で登用され、これら支配層に加わった者はすべてモンゴルと総称された。




1 9 112 コラム 目白属後の高麗も、国王はモンゴ、ル語の名を名のり、モンゴ、ル人の妃をめとり、王族の待遇を受けた。 モンゴ‘ルの大征服の実像出現
ユーラシア大帝国の 政府が発給する通行証で、所持者は駅伝や旅舎を利用することができた。身分に応じて金牌・銀牌などがある。左1 9 113 写真 モンゴ、ノレの銀牌出現 はウイグル文字、右はパクパ（パスパ）文字。
明の国際秩序と東・東 15世紀前半の世宗のとき、独特の表音文字ハング、ルが制定され、問IJ民正音』として公布された。また銅活字による2 1 1 120 注 ノ、ング、ル（言VI/民正音）南アジア 出版がさかんに行われた。
モルッカ（マルク）諸島の香辛料、スマトラ・ジャワの胡淑など、東南アジア全域の産物がマラッカに集まり、西はマム明の国際秩序と東・東
2-1 1 120 注 ／レーク朝から東は明や琉球までの各地から商人が訪れたので、「マラッカの港で、は84種類もの言葉が聞かれるjと マラッカの貿易ネットワーク南アジア
いわれた。
銀貨は円形のため、これは各地で「円J、または漢語で円と同じ発音の「元jとよばれた。現在、通貨単位として使わ2-1 世界をめぐる銀 125 コラム
れている日本の「円」，韓国の「ウォン（元）J，中国の「元」はいずれもここからきたものであり，語源は同じである。
世界帝国清とアジア諸 『康煎字典』 4万2千余字を収める漢字辞書
2-1 2 128 表 清代のおもな書物国の成熟 『五体清文鑑』満・漢等5言語の対照辞典。





2-1 2 129 写真 五体清文艦
国の成熟 漢語の5言語で並記されており、清が多民族・多文化の帝国であることを示している。
言語面ではデ、リー＝スルタン朝以来北インド、の日常語であるヒンデ‘ィ一語に、公用語で、あるベルシャ語の語集を多
2-1 3 イスラーム世界の成熟 137 本文
数取り入れたウルドゥ一語が形成された。
大航海時代一世界の 広くスペイン語が話されているラテンアメリカで、今もブラジルだ、けがポルトガル語を使用しているのは、このためであ
2-2-1 140 注 ボルトガル領ブ、ラジル
一体化の始まり る。
大航海時代～世界の また、前 6世紀からユカタン半島を中心にマヤ文明が栄え、象形文字（マヤ文字）や太陽暦を用いたが、鉄器は使




2-2 1 142 本文 （インカ帝国は）キープ（結縄）とよばれる記録・伝達手段が使われた。
一体化の始まり
2 2-2 ルネサンスと宗教改革 147 写真 エラスムスは、ギリシア語原典にもとづく聖書研究を行い、宗教改革に影響を与えた。 ホルパイン「エラスムス像J
技術の側面でも、ドイツ人グーテンベルクが発明した金属活字①と印刷機による印刷術は、製紙法の普及と結びつ
いて、印刷物による情報伝達を容易にした。




2-2-2 ルネサンスと宗教改革 148～149 本文
術を利用して自らの著作を出版した。
宣教師たちは、グーテンベルク式の印刷機をもち込み、日本語の活字をつくって、各地で日本語の書籍（キリシタン
2-2-2 ルネサンスと宗教改革 150 コラム・写真 南蛮扉風に描かれた宣教師
版）を製作した。






2-4 工業化で変わる社会 175 コラム は、読み書きので、きる労働者が不可欠であった。このため、工場内に学校がつくられるなどして、労働者もしだいに 産業革命と教育
読み書きを覚えていった。
アメリカ合衆国の拡大 有識者は、識字率テストに合格で、きなければ選挙権を行使できなかった。教育を受ける機会の少ない黒人にとっ
2 5 3 200 注 巧妙な差別
と国家統合 て、これは大きな障害だった。
イスラーム諸国の変容 19世紀半ば、シリアやレバノンで、はアラフゃ文芸復興運動がおこり、近代的なアラビア語の著書や出版がさかんにな














3-1-1 222 写真 大衆新聞の登場
競争 た。
帝国主義と世界分割 しかし経済開発で利益を得た先住民は、大商人など、少数にすぎ、なかった。医療水準は本国と比べて劣悪で、、教育
3 1-1 230 本文
競争 も本国言語の修得と、本国への帰属心を育む科目が中心だ、った。
第一次世界大戦とア ギリシア軍と連合国がイスタンプ、ル占領をめざした際の攻防戦で戦功をあげ、国民的な英雄となった。 1934年にアタ
3-2-2 247 写真 ムスタファ＝ケマ／レ
ジアのナショナリズム テュルク（父なるトルコ人）の称号を議会から与えられた。この写真は、文字改革でラテン文字を書くようす。




















3 3 3 米ソ二極対立の終駕 292 写真 アラビア語の学習（パキスタン）
会を築くうえで、子どもの教育も重視されている。
ソ連・東欧社会主義圏 1989年に冷戦が終結すると、それまで東西対立のなかで抑え込まれていた園内・地域内の民族対立が噴出した。




3-4 1 296 側注 旧ユー ゴ、スラヴ、イア連邦の対立
解体後の世界 であった。コソヴ、オではアルバニア人とセルヒJア人が対立し、アメリカ・ドイツを中心とするNATO軍がセルビ、アを空爆
した。
